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国語科 本時の学習指導案（第３次案）              平成３０年６月２９日（金）第４校時 

６年１組 授業者：  

題材「表現を楽しもう」（第４時） 

１ 本時の学習計画   ４時間中の第４時 

(1) 学習のねらい 

  詩を作ったり様々な詩を読んだりする楽しさを知った子どもたちが，自分の詩は何について書いたものな

のか友達にクイズ形式で問題を出す活動を通して，自分が思っているよりも詩が身近にあるものだと気付き，

今までよりも詩を味わう事が出来る。 

(2) 本時の学習材 

子どもたちが自ら作った詩 

  ｏ前回の授業で自分で詩を作った子どもたちは，自分の作った詩を友達に何について書いた詩なのかクイ

ズ形式にして紹介したいと思うだろう。そこで，この学習材を提示する。 

 ｏ本学習材は，子ども自身が自分で興味のある物などを詩にしたものでありその内容だけを前のスクリー

ンに映し，その子が何について書いた詩なのかクイズ形式で行う事で，詩を深く読み込むことの楽しさに

気付くことが期待できる。 

(3) 学習の展開 

過程 学 習 活 動 予想される子どもの動き 時間 指 導 と 評 価 
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１自分が何につい

て書いた詩なの

か班のみんなで

クイズ形式で問

題を出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２各班で二人、全体

に共有したい人を

選び、その班以外の

班の人に問題を出

す。一班終わったら

答えを発表する 

 

３感想をワークシ

ートに記入 

 

 

 

 

・この詩は何について書いてい

るのだろう 

ｏ～と書いてあるからこの詩は

～について書いてあるんじゃ

ないかな 

 

 

 

 

・私たちの班の人と同じ題名な

のに詩の内容は全然違った

ね。 

・この詩なら絶対に何になりき

ったか分からない。 

 

ｏ様々な表現の仕方があるんだ

ね。 

оクイズすることでちゃんと読

む気になった。 
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・答えを積極的に考えるよう

に促す。 

・工藤直子さんはどのような

表現をしていたかなど問

いかける。 

 

 

 

 

 

 

・拡大投影機で問題を出す。 

・自分自身分からないところ

などがあったら流さずち

ゃんと聞く。 

о何に意識して詩を作った

のか聞いてみる。 

評価 

２ 子どもと題材（略） 

実際の授業では後半でクイズ問題の出し合いみたいになってしまっていたところがあったので、最初から全体

に問題にするのではなくまず班で問題を出し合うように変更した。自分自身マニュアル通りにしようとしすぎ 

ていて子ども考えを曖昧に聞き流してしまった部分があったのでそこを分かるまでしっかり聞けるようにした 

のはらうたの工藤直子さんにな

りきろう。 

 

学習問題 

子どもたちが自ら作っ

た詩 

学習材 

学習課題 

友が何についての詩を書いたのか詩を
味わいながら考えよう。 

問題を出し合ってい

る様子や振り返りの

様子で評価する。 

 




